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ガス中の水分計測は様々な産業分野で行われているが、近年、Liイオン電池製造等のハイテク

分野においては、より高度な水分計測が重要になっている。そこでは、より精度の高い計測に加

えて、より低濃度領域での計測や、より応答性の高い計測が必要とされている。一般的によく使

われている湿度計として、静電容量式センサー及び鏡面冷却式露点計があるが、これらは共に低

濃度領域では応答が遅い問題がある。これらの計測器は、センサー部表面で水蒸気を捕捉してか

ら水分検出を行っており、ガス中の水蒸気とセンサー部の水分が平衡状態であることが、測定を

行うための条件となっている。低湿度領域では、水蒸気量が少なく、平衡状態に達するまでに時

間が掛かるため、応答が遅くなってしまうと考えられる。 

	 この問題に対応するため、本研究では波長可変半導体レーザー分光法(Tunable Diode Laser 

Absorption Spectroscopy, TDLAS)を用いた計測器(TDLAS 露点計)の開発を行っている。TDLAS 露

点計は、ガスセルに測定対象ガスを導入し、そこに近赤外レーザー光を透過させて、水蒸気によ

る光吸収量を測定することで、ガス中の水分量を決定する。表面で水分を捕捉して平衡状態を待

つ必要がないので、より応答の速い測定が可能となる。TDLAS露点計を用いて低湿度測定を行っ

た場合の課題として、雰囲気水分の影響を抑えることが挙げられる。TDLAS露点計は原理上、ガ

スセル外のレーザー光路に存在する水分も

測定してしまうため、これの影響が低湿度領

域では無視できなくなるからである。本研究

では、ガスセル外のレーザー光路を極力短く

し、さらに水の吸収線の圧力依存性を利用し

て、ガスセルの中と外の水分を区別する方法

を採用することで、この課題の解決を図っ

た。開発した TDLAS露点計の性能評価は、

国際単位系(SI)にトレーサブルとなる湿度

の一次標準に基づいて行った。図 1 に

TDLAS 露点計を使って測定した霜点-70 ℃

の窒素ガス中の水の吸収スペクトルを示す。 
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図 1 TDLAS 露点計で測定した水の近赤外

吸収スペクトル(霜点-70 ℃) 
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